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●道について

①道は、けもの道→石器材料運搬道(黒曜石・碧玉・青虎石等）→国家統治のための公共財。

②江戸時代の道路政策では、人や物の移動の自由を厳しく制限。関所＝番所を設置し管理。

③峠道は、荷車が通行できないような構造(幕府は、武器等の大量輸送を懸念か）。

④運送→江戸時代＝人が背負う。牛馬の背中に荷物を付ける。明治時代＝荷車や馬車。

⑤道を示す用語も多い。街道　間道　径路　峠　一里山＝一里塚　舟渡し　

⑥近世初期、街道には駅所(新編会津風土記）＝宿場＝宿が整備された。

⑦駅所は、周辺に散居していたいくつかの集落を街道沿いに強制移住させ成立させた。

⑧駅所には、大名等が宿泊する本陣(茶屋）、それを補う脇本陣、荷物の中継を行う問屋、

　旅人が宿泊する旅籠が設置された。

⑨道路が設置される場所は、山際(根岸）、沢沿い、川沿い、稜線等。

⑩また、最短で繋ぐために直線的なライン。

⑪寛文１１年(１６７１）『会津風土記』では「坂東道」が採用(『日本国語大辞典』１里＝６町・６９０ｍ）。

⑫文化６年(１８０９）『新編会津風土記』の凡例に、

　「一里と云うは三十六町なり、一町は六十間、一間は六尺三寸なり」

　　１間＝６尺３寸(約１．９１ｍ）　１町＝６０間(約１１５ｍ）　１里＝３６町(約４１４０ｍ） 2
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1、下野街道の概要

①下野街道は、陸奥国会津と下野国日光神領・今市をつなぐ道。
　会津藩領→南山御蔵入領→宇都宮藩領→日光御神領

②大内(会津盆地と南部の山岳地帯の結節点）までは、3ルート

　●越後街道坂下で分岐→高田→市野→大内

　●若松→藤田→市野→大内

　●若松→福永→関山→大内

③天和3年（1683）9月に発生した日光大地震により、五十里付近の戸板山が山体崩壊。
　これにより、五十里川がせき止められ、下野街道が水没。
　元禄8年(1695）宇都宮街道が整備される。享保8年(1723）五十里のせき止め湖決壊。
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2、『新編会津風土記』から見る下野街道

①『新編会津風土記』は、幕府からの命を受けた会津藩が享和3年（1803）から

　編さんに着手。

②文化6年（1809）に全120冊の書として完成し幕府に献上された。

③内容は、会津藩領、当時幕府から会津藩が「預り支配」を命じられていた、

　南山御蔵入領、魚沼御蔵入領の界域・山・川・橋・温泉・街道・峠・神社仏閣・村名や

　家数等が組単位で記されている。
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  陸奥国
南山御蔵入領

 陸奥国
会津藩領

 越後国
会津藩領

  下野国
南山御蔵入領

会津藩領と南山御蔵入領の位置図
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●下野街道の起点（出典：『新編会津風土記』巻之十五要約）

・大町＝この地は若松城下の中央に位置し、四民輻輳

　　　　　　　　　　（しみん・ふくそう＝四方から寄せ集まること）の所である。

・一ノ町と七日町の分岐点に、制札がかかげられていた。

・よってこの街を「札辻」という。

・四方の街道は、この場所が起点になる。

・東は白河街道、西は越後街道、南を下野街道、北を二本松街道という。
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●下野街道福永までの道

①飯寺(にいでら）村　『新編会津風土記』巻之34　『新編会津風土記』第2巻152ｐ

　下野および伊北・金山郷に通る街道にて路二筋あり、下飯寺より南に行くを下野街道とし、

　西に行くを金山道とす、村中に一里塚あり、

②宗頤(そうえん）町　船渡場『新編会津風土記』巻之31　『新編会津風土記』第2巻92ｐ

　村東にて鶴沼川を渡す、下野国に通る街道なり、冬月は橋を架す、

③上米塚村　『新編会津風土記』巻之31　『新編会津風土記』第2巻91ｐ

　村中に下野街道あり、

④上米塚村の端村・出新田　『新編会津風土記』巻之31　『新編会津風土記』第2巻92ｐ

　村中に下野街道あり、

⑤大八郷村　『新編会津風土記』巻之72　『新編会津風土記』第3巻333ｐ

　下野街道を挟む
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●近世初頭、下野街道は南山通と呼称
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火
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付
候
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意
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也
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　岡
半
兵
衛
尉
重
政(

花
押
）
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□(

花
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(

慶
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六
〇
一
）
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十
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一
六
一
三
）
の
間
）

新編会津風土記巻之72　本郷村の条
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①本書は蒲生秀行の家臣が、本郷町の肝煎衆に宛てたもの。

②内容から、本郷町の肝煎衆から南山通の宿駅を返上したいとの願いが出され、

　本書はその願いに対する回答である。

③おそらく、本郷町では宿駅の業務（荷物の中継、馬や人の確保）が相当負担になって

　いたため、宿駅の返上を願い出たと考えられる。

④蒲生秀行は、本郷町肝煎からの願いを聞き届け、火玉（福永）を宿駅にすると伝えている。

⑤下野街道の街道名や宿駅の変遷を知ることが出来る貴重な史料である。
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●下野街道の駅所（大内まで福永ルート）

①福永村（陸奥国大沼郡橋爪組・会津美里町本郷地域）『新編会津風土記』巻之七十二

・昔は火玉村と云う。加藤嘉明が火の字を忌て、寛永4年（1627）福永に村名を変えた。

　下野街道の駅所である。

②関山村（陸奥国大沼郡橋爪組・会津美里町本郷地域）

　『新編会津風土記』巻之七十二

・関山村はもと福永村の端村であった。

・古戸（ふると）・須美沢（すみさわ）と称して、散居していた。

・寛永18年（1641）、散居していた古戸（ふると）・須美沢（すみさわ）を移住させて下野街道の駅所とする。

・正保3年（1646）、福永村から独立して、関山村となる。
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●
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●下野街道のルート（大内まで坂下ルート）

①坂下村（陸奥国河沼郡坂下組・河沼郡会津坂下町）『新編会津風土記』巻之九十

　・村中に越後より下野に通る街道あり。2里30丁40間大沼郡高田組高田駅に継ぐ。

②新屋敷村（陸奥国大沼郡高田組・大沼郡会津美里町新鶴地域）

　『新編会津風土記』巻之七十五

　・この村、下野街道にて、村南に一里塚あり。

③阿久津村（陸奥国大沼郡高田組・大沼郡会津美里町新鶴地域）

　『新編会津風土記』巻之七十五

　・この村、越後国より下野国に通る道なり。
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●下野街道のルート（大内まで坂下ルートの続き）

④境野村（陸奥国大沼郡高田組・大沼郡会津美里町新鶴地域）

　『新編会津風土記』巻之七十五

　・下野街道に住す。

⑤高田村（陸奥国大沼郡高田組・大沼郡会津美里町高田地域）

　『新編会津風土記』巻之七十五

　・越後国より下野国に通る駅所にて、ここより2里1町30間で東尾岐組市野駅に継ぐ。

⑥市野村（陸奥国大沼郡東尾岐組・大沼郡会津美里町高田地域）

　『新編会津風土記』巻之七十八

　・下野街道駅所にて、会津郡楢原組大内村に継ぐ。
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下野街道　市野宿　大内方面から坂下方面を見る
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●明治11年（1878）6月から9月にかけて、東京から北海道まで旅行したイギリス人、

　イザベラ・バードは、大内から市野・高田を通り、坂下に至り新潟に向かった。

　彼女の著書『日本奥地紀行』（平凡社『東洋文庫』240　1973年初版）から紹介する。

・私は大内村の農家に泊った。

・それから雄大な市川峠（市野峠）をのぼった。

・市川（市野）という村に入った。

・金色の立派な仏寺が見えてきたので、かなり重要な町に近づいて来た事がわかった。

高田はまさにそのような町である。

・坂下に着いたのは6時であった。ここは人口５千人の商業の町である。
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●下野街道のルート（藤田ルート）

①藤田村（陸奥国大沼郡橋爪組・大沼郡会津美里町高田地域）

　『新編会津風土記』巻之七十二

　・この村下野に通る裏街道にて、慶安元年（1648）より駅所とす。

　・府下（若松）よりここに継き、ここより1里15町54間市野駅に継ぐ。

②札辻から藤田村までのルートは、『新編会津風土記』には、記されていない。
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下野裏街道　藤田宿　市野宿方面を見る
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●

●

●

●大内村
陸奥国会津郡楢原組
家数46軒
下野街道の駅所なり
『新編会津風土記』巻之38

●倉谷村
陸奥国会津郡楢原組
家数26軒
下野街道の駅所なり
『新編会津風土記』巻之38

1㎞

●楢原村
陸奥国会津郡楢原組
家数72軒
下野街道の駅所なり
『新編会津風土記』巻之38
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●

●

●長野の渡し　『日本奥地紀行』から
平底の船で川を渡った。川の両岸には、
木がしっかりと打ち込んであり、藤つるを
何本も結びあわせた太綱を支えている。
一人は両手を使って綱をたぐり、一人は
船尾で棹をさす。

■

■田部原の一里塚
寛文7年（1667）4月1日、領内に
一里塚築く。
『家世実紀』巻之29

楢原村

1㎞

●田島村
陸奥国会津郡田島組
家数222軒
下野街道駅所なり。
『新編会津風土記』巻之39
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江戸時代の初めに描かれたと考えられる田島宿絵図 42



街道沿いに直角に屋敷地が配置されている。この絵図が描かれた時点で、田島宿は成立している。

街道の中央やや北側に水路が描かれている。この屋敷割がベースとなり、御党屋組が組織された。

現在の西町付近には、沼があったことが分かる。

木戸

木戸
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豊臣秀吉、田島の法花寺に宿泊の可能性

・秀吉は、天正18年(1590）8月4日宇都宮を発ち、会津に向う。

・白河を経由し、勢至堂峠を通り9日に黒川(若松の古名）に入る。

・興徳寺を宿舎に、東北地方の大名の配置を行う。

・8月13日に黒川を発ち、宇都宮に向う。

・その経路は、黒川から下野街道を南下したと考えられ、13日は田島に宿泊した可能性がある。

・薬師寺住職のお話によれば、田島の法花寺に宿泊したとの言い伝えがあるとのこと。

　法花寺の跡地に寛政の田島陣屋が建設された。
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●

●

●

●

●

●川島村　陸奥国会津郡川島組
　家数58軒　下野街道の駅所なり。
　『新編会津風土記』巻之40
中世の川島は、町屋村、大宮村、尾出村、川島村、
金地村の5か村であった。寛永14年（1637）に
町屋村に駅所が設置された。明暦元年（1655）
に5か村が移住させられ、川島宿が成立した。
（渡部一郎著『中奥街道の仲附駑者』）

●糸沢村　陸奥国会津郡川島組
家数53軒　下野街道の駅所なり。
『新編会津風土記』巻之40

山王峠

●横川村　下野国塩谷郡川島組
　家数32軒　下野街道の駅所なり
　『新編会津風土記』巻之120
●横川口（番所）
　村中にあり。木戸門を設く。番戍（ばんじゅ）を
置き下野街道の往来を察せしむ。旧糸沢村
に置く。寛文元年（1661）ここに移す。

●中三依村　下野国塩谷郡川島組
　家数48軒　下野街道の駅所なり
　『新編会津風土記』巻之120

田島村

3㎞
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川島本陣　出典：『下野街道』
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下野街道　横川の一里塚
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現在も残る下野街道　日光市上三依

50



▲ ▲

●

●

五
十
里
村

戸
板
山

布
坂
山

） ） 高原峠

藤原

湯西川

鬼怒川

五
十
里
川

南
山
御
蔵
入 宇都宮藩

下
野
街
道

日光御神領
・天和3年(1683）9月1日、日光大地震発生。
　五十里宿が水没。下野街道の通行に深刻な影響。

・幕府は、大峠道に野際新田宿、三斗小屋宿を新設。
　元禄8年(1695）松川新道開通。若松→氏家

・五十里堰止湖は、享保8年(1723）8月、大雨
　のため自然決壊。下流大被害。
『家世実紀』巻之114　享保8年8月10日条
　　　大雨、五十里湖満水、水抜け

せ
き
止
か
所

3　日光大地震による
　　　　　　下野街道の途絶
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●日光大地震について

出典：『家世実紀巻之六十三』天和3年(1683）9月1日の条　『会津藩家世実紀』第4巻85ｐ

　「九月朔日、日光御領戸板山地震にて崩れ、御預所五十里川突留新湖出来」

要約

①五十里川は、五十里村分高原峠の続き、布坂山と日光御領川治村分の戸板山の間

　を流れている。

②今暁丑の刻(午前1時から午前3時までの2時間）、日光山大地震が発生した。

③当年5月に発生した地震よりも、はるかに強く、お城の石垣は崩れ、石塔も倒れた。

④戸石山は山体崩壊し崩れた岩は布坂山へ押し寄せた。

⑤岩は川に沿って四百拾間(約746ｍ）ほど、高さは十弐三丈(約40ｍ）にもなった。

⑥大きな石、大木が夥しく落ち重なり、五十里川をせき止めた。

⑦せき止められた水によって、五十里村は水没し、一里(周囲）ほどの湖水になった。

⑧五十里村は31軒。水難を避けるため中井という場所に小屋を造り引っ越した。
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下野街道五十里宿の現在の様子

五十里宿があった場所
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日光大地震によって岩雪崩が発生した戸板山

戸板山
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●●

●

●

3㎞

五十里村（南山御蔵入）

下野街道
●高原新田村（宇都宮藩領）
栃久保新道開通に伴い
文久3年（1863）廃宿

下野街道
●藤原村（宇都宮藩領）

川治村（日光御神領）

栃久保新道
下野街道の最大の難所であった
五十里・藤原までを、高原新田
村を通らず、鬼怒川の左岸を
川治から藤原に至る。

小佐越村（日光御神領）

小佐越新道
天保から嘉永年間に
南山御蔵入の商人が
中心となり鬼怒川の右

岸に建設。
参考文献
『藤原町史』通史編・資料編
『栃木の街道』

下野街道
●五十里村　下野国塩谷郡川島組
　家数30軒　下野街道の駅所なり
　『新編会津風土記』巻之120 高原峠
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●

●
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●

●
下野街道
●大原宿（宇都宮藩領）

下野街道
●高徳宿（宇都宮藩領）

下野街道
高徳の渡し（鬼怒川）

下野街道
●大桑宿（日光御神領）

日光東照宮

●鉢石宿（日光御神領）

例幣使街道
中仙道倉賀野（くらがの）
から日光まで

下野街道
●今市宿（日光御神領）

3㎞
日光街道

下野街道
●藤原宿（宇都宮藩領）

参考文献：『栃木の街道』 60



延宝6年(1677）会津藩主・保科正経南山通り経由江戸行の行程
出典：『家世実紀』巻之51

　月・日 お昼 現　　在　　地 泊り 現在地 備　　　　　考

1 4月9日
若松出発

大内 下郷町 田島 南会津町 家臣から饅頭・御肴届く

2 4月10日 横川 日光市 五十里 日光市

3 4月11日 大原 日光市 大原 日光市 鬼怒川洪水のため逗留

4 4月12日 今市 日光市

5 4月13日 楡木 鹿沼市 小山 小山市 枝柿一箱届く

6 4月14日 栗橋 埼玉県北葛飾郡栗橋町 粕壁 春日部市 御菓子届く

7 4月15日 草加 草加市 家臣から御菓子が届く
江戸三田屋敷に到着

江戸には、6泊7日で到着している。宿には近隣の大名や家臣から、様々な進物が
届けられる。通常は5泊6日。
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まとめ

①下野街道は、大内宿までは3ルート。

　越後街道坂下宿→高田宿→市野宿→大内宿

　若松→福永宿→関谷宿→大内宿

　下野裏街道　若松→藤田宿→大内宿

②大内宿は、会津盆地と南山(会津盆地の南部の山岳地帯）との結節点に当たるので、

　多くの峠道が収束する(桧和田峠道・結能峠道・市野峠道・氷玉峠道）。

③天和3年(1683）9月1日に発生した日光大地震により、戸板山が山体崩壊し、五十里川

　がせき止められ、五十里宿が水没。

④これによって、下野街道は通行不能となり、各宿場では人の移動や物流が止まり、死活

　問題になる。

⑤この現状を重く見た江戸幕府は、若松から氏家に至る宇都宮街道(以前からこの峠道は

　存在）を元禄8年(1695）整備し本街道にした。

⑥五十里せき止め湖は、大雨のため満水となり、享保8年(1723）8月水抜け。下流域大被害。
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